
次世代育成支援行動計画施策・事業調査票　
　　

201　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策201　幼児教育の充実

施策名称
幼児教育の充実 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

幼稚園児、その
保護者および私
立幼稚園協会

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 幼稚園就園奨励事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 幼稚園就園率（満３歳児～５歳児のうち幼稚園入園児の割合）の向上

事業概要
＜16年度実績＞

就園奨励費補助事業として、園児の保護者の所得状況に応じ、国補助を受けなが
ら入園料および保育料を補助した。
16年度、4,266人。事業費320,566千円。
　第３子以降の入園児について、県で実施している「すこやか子育て支援事業」
を活用し保育料等を全額免除した。16年度、749人。事業費151,809千円。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

17年度就園奨励費補助事業は、4,281人、事業費318,909千円。
17年度すこやか子育て支援事業（第３子以降全額免除分）は、664人、事業費
132,984千円。
17年度すこやか子育て支援事業（第１子・２子1/4補助分、17年度から実施）
は、2,715人、事業費89,122千円。



次世代育成支援行動計画施策・事業調査票　
　　

201　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策201　幼児教育の充実

施策名称
幼児教育の充実 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

幼稚園児、その
保護者および私
立幼稚園協会

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 私立幼稚園協会等に対する補助 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 幼稚園協会に対する補助を通じて、幼稚園教育の基盤充実を図る

事業概要
＜16年度実績＞

秋田市私立幼稚園協会が実施する各種事業について、事業費の一定割合分を補助
した。
16年度事業費20,000千円。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

17年度事業費20,000千円



次世代育成支援行動計画施策・事業調査票　
　　

201　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策201　幼児教育の充実

施策名称
幼児教育の充実 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」3

事業名称 私立学校等施設整備費補助金 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 幼稚園の設置者に対する補助を通じて幼稚園教育の基盤充実を図る

事業概要
＜16年度実績＞

秋田市内に設置されている私立幼稚園の施設整備事業について、事業費の一定割
合分を補助する。
16年度は、補助対象施設なし。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

17年度は、補助対象２園、事業費2,579千円
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201　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策201　幼児教育の充実

施策名称
幼児教育の充実 エンゼル

プラン掲
載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」4

事業名称 保育所における教育の充実 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 保育所入所児童の「生きる力」の基礎や小学校入学後の「生活や学習の基盤」を
育む。

事業概要
＜16年度実績＞

「保育所保育指針」に基づいた、養護と教育が一体となった保育を行う。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

「保育所指針」に基づいた養護と教育が一体となった保育の一層の充実を検討
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201　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策201　幼児教育の充実

施策名称
幼児教育の充実 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」5

事業名称 青空保育の実施 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 保育所通所児童と在宅保育児童とのふれあいにより、児童の豊かな人間関係の構
築をはかる。

事業概要
＜16年度実績＞

近くの公園等に保育所児と散歩に出かけ、地域の子育て親子を巻き込んで、絵
本、紙芝居、エプロンシアター、人形劇などの催しごとをしていく中で、子育て
親子の交流のきっかけを作ったり相談を受ける。

16年度実績
17年度からの事業なので16年度実績はない。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

青空保育を５０回開催　アンケート手法などを含めた検討を継続実施
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202　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策202　豊かな人間関係の構築

施策名称
豊かな人間関係の構築 エンゼル

プラン掲
載

指針分類
31　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ア　次代の親の育成

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 保育士体験事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 体験者自身を含めた、家族の大切さを知り、子どもを生み育てることの意味を理
解する。子どもとのふれあいによりぬくもり体験から、人を大切にする気持ち・
いつくしむ気持ちを育む。

事業概要
＜16年度実績＞

学校の総合学習の時間等を活用しながら、近隣の小中学校、高校の保育士体験を
受け入れる。
また、長期休みを利用して土曜日や夕方など保育体験を希望する人の受け入れも
検討する。

17年度からの新たな事業のため、16年度実績はない。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

各地域の小中学校と連携を取りながら実施方法を検討　一部地域で実施
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202　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策202　豊かな人間関係の構築

施策名称
豊かな人間関係の構築 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 「はばたけ秋田っ子」教育推進事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 ・他校との交流を通じ、感動を分かち合い、豊かな心と行動力を育成する。
・児童生徒一人ひとりの個性の伸長を図り、心豊かでたくましい児童生徒の育成
を図る。

事業概要
＜16年度実績＞

①中学校文化フェスティバル
   ・合唱や郷土芸能などを発表し合い、市民と共に感動を分かち合った。
②中学生サミット
　 ・建都４００年記念事業にかかわる活動を、中学生が自ら企画し行動した。
③学校群交流体験活動
 　・複数の学校が協力して交流体験活動を展開した。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

①中学校文化フェスティバル
・ステージ発表や作品展示を通して、日頃の学習の成果を発表し合い、市民と共
に感動を分かち合った。ステージ発表には13校801名、作品展示には市内全中学
校（出品総数1,672点）が参加した。
②中学生サミット
・「新たな秋田市の誕生」をテーマに、市立全中学校の生徒1,887名が、パンフ
レット・うちわの作成のほか、伝統芸能の披露や早朝クリーンアップ等のボラン
ティア活動を実施した。
③学校群交流体験活動
・７学校群22校において、複数の学校が協力して交流体験活動（合同合唱、宿泊
研修、クリーンアップ、スキー・スケート教室等）を展開した。
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202　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策202　豊かな人間関係の構築

施策名称
豊かな人間関係の構築 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

児童

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」3

事業名称 子どもの読書活動の普及 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 子どもの図書への関心を高める

事業概要
＜16年度実績＞

各図書館において、紙芝居、人形劇、おはなし会等を実施しているほか、子ども
を対象とした各種図書講座を開催し、子どもの図書への関心を高めるとともに、
豊かな心を育んでいる。また、入院中のため図書館を利用できない子どもにも図
書に関心を持ってもらうため、出張おはなし会を実施している。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

各図書館において、おはなし会や、子ども向け講座等を実施した。また、入院中
のため図書館を利用できない子どもにも本を楽しんでもらうため、出張おはなし
会を実施した。
【新】秋田市在宅子育てサポート事業の「親子の絵本プラン」の推薦絵本を選定
するとともに、市立図書館ホームページ内に、「親子の絵本プラン」の選定絵本
の紹介ページを作成した。
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203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

市民

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 しあわせ実感男女フォーラムの開催 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 あらゆる年代、層への男女共生意識の浸透

事業概要
＜16年度実績＞

男女共生（市民共生）について、多くの市民に身近なこととして考えてもらうた
めに、そのきっかけづくりの場として、映画、講演などを内容とするフォーラム
を開催しました。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

第15回しあわせ実感男女フォーラム
「お互いの個性　認めあって　～あなたがいきる　わたしもいきる～」

■日時　平成17年11月５日（土）
■場所　秋田県児童会館子ども劇場
■映画　「阿弥陀堂だより」
■講演　「お笑いジェンダー論～人と人とのかがやく未来へ～」
　　　　　講師:瀬地山 角さん
■男女共生資料展
■啓発資料の配付　男女共生カレンダー（平成18年版）の配付
■参加者　１，０７８人（男３０７人、女７７１人）



次世代育成支援行動計画施策・事業調査票　
　　

203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 出張講座の開催 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 あらゆる分野・地域・年代における男女共生意識の醸成

事業概要
＜16年度実績＞

企業や団体等の研修会や学習会などへ講師を派遣し、要望に合わせた内容・形式
で男女共生に関する出張講座を開催する

事業実績
＜17年度達成状
況＞

第１回目：女性のための行政学習会ＯＧ会
「男女共生・次世代育成支援室の取組について」
　　５月23日　14:40～15:10　　
　　ＯＧ会員約20人を対象に、男女共生と次世代育成支援の取組について講話。
　　講師：小国　裕実室長　

第２回目：飯島地区町内会連合会研修
「秋田市の当面の課題と四方山話」
　  11月12日　14:00～17:00　　
　　町内会長約50人を対象に、男女共生と次世代育成支援について講話。
　　講師：木内　鑛生部長　

第３回目：小学校保護者研修
「子どもへの暴力防止のためのプログラム」
　　11月20日 10:20～12:20　四ツ小屋小学校
　　保護者30人を対象に、子どもへの暴力防止についてワークショップ。
　　講師：ＣＡＰあきた 大久　栄　氏ほか　

第４回目：北部公民館婦人学級
「今私たちがやるべきこと」
　　11月22日  19:00～20:30　北部公民館
　　婦人学級参加者約30人を対象に、男女共生・次世代育成支援について講話。
　　講師：内藤　克幸参事（広報課）　

第５回目：小学校教職員研修
「子どもへの暴力防止のためのプログラム」
　　11月30日  14:30～15:30　四ツ小屋小学校
　　教職員19人を対象に、子どもへの暴力防止についてワークショップ。
　　講師：ＣＡＰあきた 大久　栄　氏ほか　

第６回目：
「今夜はメディア・リテラシー　～メディアを読み解く力～」
　　12月９日　19:00～20:30 　アルヴェ
　　市民活動入口講座受講者20人を対象にメディアリテラシーについて講話。
　　講師：依本　悟　氏　、吉田　幸雄　氏
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203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」3

事業名称 男女共生研修会の開催 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 市民および職員が男女共生の視点を持ち、活動する

事業概要
＜16年度実績＞

男女共生＝市民共生、市民協働、性と人権など男女共生に関する様々な視点・
テーマについて、専門的な知識・手法を持つ講師により研修会を行う

事業実績
＜17年度達成状
況＞

１／１３　職員研修
　テーマ：少子化とワーク／ライフ・バランス
　講師：パク・ジョアン・スックチャ
　参加者：職員および附属機関委員６３人
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203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」4

事業名称 啓発資料の作成 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 男女共生意識の浸透

事業概要
＜16年度実績＞

効果的・実践的な学習プログラムを盛り込んだマニュアルを公募委員と協働で作
成し、市民のグループや企業への積極的な活用を促す

事業実績
＜17年度達成状
況＞

男女共生カレンダー（平成18年版）の作成
＠280×2500部
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203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

市民

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」5

事業名称 男女共生への市民行動計画の推進・改訂 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 市の施策・事業への男女共生意識の反映

事業概要
＜16年度実績＞

男女共生社会実現に向けて、市の施策・事業を総合的に進めていくため、行動計
画の進捗状況調査を行うなど、引き続き推進していくとともに、新たに行動計画
を策定する

事業実績
＜17年度達成状
況＞

行動計画検討部会
１回目（１／18）開催
２回目（２／９）開催　
３回目（２／24）開催
４回目（３／24）開催

市民生活調査から見えた重点課題をとりまとめした。
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203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

市民

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」6

事業名称 女性の人材養成と参画促進 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 男女ともに政策立案や意思決定過程に参画し、提言できる環境の形成

事業概要
＜16年度実績＞

(1)公募による女性２０名を対象に、計４回のまちづくり学習会を開催し、専門
講師による講義とグループトークを行う。
(2)女性の公職参画状況調査を実施し、ホームページ等で市民に公開する。
(3)女性人材リストを全庁的に活用し、女性の登用を推進する。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

未来づくり女性セミナー
　・期　間：７月～10月　計５回
　・内　容：食育、仕事と家庭の両立、救急救命、子どもの人権、地域での子育
て支援
　・受講者：16人〔連続参加者〕、24人［単発参加者］

 女性の公職参画状況…28.9％

 女性人材リスト活用件数…３件

 女性人材リスト更新…３月（予定）
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203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

市民

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」7

事業名称 広報あきたによる情報提供 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 男女共生意識の浸透

事業概要
＜16年度実績＞

男女共生に関する一般的な情報、事業の紹介、市全体のイベント・事業に対する
男女共生の視点からのコメント等を掲載する

事業実績
＜17年度達成状
況＞

広報あきた：事業報告・紹介、参画週間、フォーラム関連４件
 ラジオ・テレビ：事業報告・紹介　２件
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203　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策203　男女共生意識の啓発

施策名称
男女共生意識の啓発 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

市民

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」8

事業名称 秋田市男女共生推進会議の開催 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 効果的・実践的な政策・事業の企画運営と実行による、男女共生の推進

事業概要
＜16年度実績＞

男女共生施策の方針を示すとともに包括的な企画・評価を行う「企画運営部門
（有識者の委員１０名）」とその方針に基づいて事業内容を具体的に検討・実
行・評価する「実行推進部門（各専門部ごとに公募および有識者による委員１０
人以内）」の２部門体制で、男女共生推進会議を組織する。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

［企画運営部門］
第１回会議開催　　平成17年６月７日 ・16年度事業結果報告
　 　　　　　　　　　　　　　　　  ・17年度事業概要と検討事項

第２回会議開催    平成17年12月2日  ・17年度事業の進捗状況報告
                                 ・18年度事業（案）について

［実行推進部門］
・フォーラム実行委員会
第１回会議   平成17年６月13日 　・開催目的と進め方について
作業会議   ６月～11月（計10回）
第２回会議　平成18年１月27日 　　・フォーラムの内容と会議の進め方につい
ての評価

・行動計画検討部会
第１回会議　平成18年１月１８日　・検討部会の目的と進め方について
第２回会議　平成18年２月９日　　・市民生活調査課題抽出について
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204　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策204　子どもの体験活動機会の提供

施策名称
子どもの体験活動機会の提供 エンゼル

プラン掲
載

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 動物とのふれあい飼育体験事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 動物園の特徴を活かし、動物飼育やふれあいなどの体験活動を通じて、職業意識
の向上に結びつけたり、いのちの大切や思いやりによる心豊かな人間性を育むな
どの機会を提供する。

事業概要
＜16年度実績＞

動物飼育体験等では、主に小学高学年から中学生などを対象として、餌づくりや
獣舎の清掃など１０２件、１,８０７人を受け入れた。
また、ふれあい体験等では、幼児や小学低学年を対象として、ヒヨコやウサギな
どの小動物に触ったり、抱っこしたりするなど、開園期間中２５,４３７人が参
加した。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

○各種体験を新たにメニュー化し、分かりやすく、多くの体験者の受け入れ体制
を構築した。
○動物飼育体験等では、主に小学高学年から中学生などを対象として、餌づくり
や獣舎の清掃などを実施した。
○ふれあい体験等では、幼児や小学低学年を対象として、ヒヨコやウサギなどの
小動物に触ったり、抱っこしたりした。

　飼育体験等　124件２,１００人、ふれあい体験等２３７日３３,２６４人
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204　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策204　子どもの体験活動機会の提供

施策名称
子どもの体験活動機会の提供 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

児童

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 社会教育施設を活用した体験活動機会の提供 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 週末や長期休業時に、子どもの要望に応えられる体験活動機会の提供

事業概要
＜16年度実績＞

太平山自然学習センターや自然科学学習館等の社会教育施設を活用し、様々な体
験活動機会を提供し、子どもの自主性や行動力を向上させるとともに、自然や他
人を思いやる心を育成する。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

子どもの自主性や行動力を向上させ、自然や他人を思いやる心を育成するため、
太平山自然学習センターや自然科学学習館等の社会教育施設等を活用し、子ども
に様々な体験活動の機会を提供した。
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204　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策204　子どもの体験活動機会の提供

施策名称
子どもの体験活動機会の提供 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
33　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 ウ　家庭や地域の教育力の向上

施策の対
象

市民

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」3

事業名称 子ども体験活動推進事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 子どもの学校外活動を充実させる

事業概要
＜16年度実績＞

学校の長期休業期間を除く第２，第４土曜日に、小学校の体育館を開放し、地域
が主体となってスポーツ、遊び、レクリエーションの行事を開催し、子どもの学
校外活動を行う。なお、学校外活動を充実させ、推進するために、子どもに対し
スポーツ等の指導が出来る土曜開放管理指導者を育成し、配置している。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

土曜開放管理指導者および指導団体が主体となり、スポーツ、遊び、レクリエー
ション行事を開催し、学校外活動を充実させた。
・市内４８小学校で延べ７１５回
・参加人数　延べ１１，４９２人
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204　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策204　子どもの体験活動機会の提供

施策名称
子どもの体験活動機会の提供 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

市民

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」4

事業名称 土曜ボランティアバンク エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 土曜ボランティアバンク登録者の活動の場の提供およびインターネット等を活用
した情報提供

事業概要
＜16年度実績＞

子どもの様々な体験活動を支援するボランティア希望者をスポーツ、自然、レク
リエーション等の12の分野に登録し、子どもの体験活動を行う地域、団体等に対
し、指導者の情報提供を行い、子どもの体験活動の機会拡充を行う。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

１７年度に秋田市生涯学習講師団名簿の作成の準備のため実施しない。１８年度
に秋田市講師団名簿に統合する。スポーツ自然、レクリエーション等の８の分野
に登録をする。
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204　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策204　子どもの体験活動機会の提供

施策名称
こどもエコクラブの支援(環境学習の推進) エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

市内小中学生お
よびその関係者

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」5

事業名称 環境学習・啓発事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 環境にやさしい人づくりを進めるため、環境学習を支援すると同時に、こどもか
ら大人まであらゆる年齢層を対象にし、環境に対する意識の向上を図るための各
種啓発を行う。

事業概要
＜16年度実績＞

小学校４年生から始まる環境学習に使用する副読本を作成し市内全小学校に配布
するほか、総合的な学習時間で行う環境についての学習会等に講師を派遣する。
また、校内外において環境教育の有効な手段である「こどもエコクラブ」活動の
活性化を図る。さらに、各種イベントへの出展、市民の自発的な研修会の支援な
どあらゆる機会を捉え市民の意識高揚を図った。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

小学校４年生から始まる環境学習に使用する副読本を作成し市内全小学校に配布
したほか、総合的な学習時間で行う環境についての学習会等に講師を派遣や、
｢夏休み親子環境教室」と｢リサイクル追跡隊」を実施した。
　また、校内外において環境教育の有効な手段である「こどもエコクラブ」活動
の活性化を図るため、市内大学生から構成される「あきた環境楽会」の協力を得
ながら「こどもエコクラブ交流会」の開催など支援の充実に努めた。
　さらに、各種イベントへの出展、市民の自発的な研修会の支援などあらゆる機
会を捉え市民の意識高揚を図った。
　なお、平成17年度のこどもエコクラブ加入数は40クラブ1,071名（メンバー：
987名、サポーター84名）で、全国屈指の加入率をあげることができた。(全国平
均加入率0.76％、秋田市3.52％)
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205　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策205　地域の児童健全育成の拠点としての対応

施策名称
地域の児童健全育成の拠点としての対応 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
14　１　地域における子育ての支援
　　 エ　児童の健全育成

施策の対
象

児童

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 児童厚生施設整備事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 児童数の状況や建設用地の確保および既存の児童館の老朽化などを考慮しなが
ら、小学校の余裕教室を活用した児童室の整備を含め、１年に１館を目途に新設
または改築を進め、全小学校区に児童館を整備する。

事業概要
＜16年度実績＞

児童館は児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにすること
を目的とする児童厚生施設であり、34小学校区に18児童館・14児童センター・３
児童室の計35施設がある。各児童館に児童厚生員2～3名を配置し児童の遊びの指
導や運営管理を行うとともに、運営委員会や児童育成クラブの協力を得て、地域
の児童の健全育成を図っている。
　また、小学生が利用しない平日午前中等は、児童館を地域の育児サークル等に
解放し、幼児の遊びの場や保護者等の情報交換の場として活用されている。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

平成17年９月、36番目の児童館等となる上北手児童室を開設した。
 平成17年度児童館等利用児童数　延べ516,807人
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206　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策206　子ども会活動の支援

施策名称
子ども会活動の支援 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
14　１　地域における子育ての支援
　　 エ　児童の健全育成

施策の対
象

児童および世話
人

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 子ども会世話人の活動支援 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 子ども会世話人の活動を支援し、活発な子ども会活動を推進する。

事業概要
＜16年度実績＞

子ども会世話人の組織である「秋田市子ども会育成連絡協議会」の活動を支援
し、子ども会相互の交流を促進するとともに、町内会をはじめとした地域団体等
との連携により、様々な体験活動機会の創出に努める。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

秋田市子ども会育成連絡協議会創立20周年事業として行われた「2005　夢と友情
の旅」に対し、事業費補助を行った。
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206　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策206　子ども会活動の支援

施策名称
子ども会活動の支援 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
14　１　地域における子育ての支援
　　 エ　児童の健全育成

施策の対
象

児童および世話
人

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 子ども会旗の贈呈および子ども会活動の表彰 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 子ども会活動への意識を高め、自発的活動を促進する。

事業概要
＜16年度実績＞

特に優れた活動をしている子ども会や子ども会世話人を表彰し、広く活動の奨励
を図る。なお、新しく結成した子ども会に対し、活動への意識を高めるために
行っている子ども会旗の贈呈は、新規結成子ども会がなかったため、見送られ
た。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

平成17年度秋田市優良子ども会等表彰を実施した。
　奨　励　賞　　１子ども会
　優　良　賞　　３子ども会
　特別活動賞　　１子ども会
　育成功労賞　　７名
　子供会旗の贈呈は、対象なし
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206　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策206　子ども会活動の支援

施策名称
子ども会活動の支援 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
14　１　地域における子育ての支援
　　 エ　児童の健全育成

施策の対
象

児童および世話
人

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」3

事業名称 子ども会リーダー研修の実施 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 自発的な子ども会活動を推進するリーダーを養成し、子ども会活動を活発化させ
る。

事業概要
＜16年度実績＞

野外活動や宿泊生活を体験しながら、子ども会活動のリーダーとしての自覚や協
調性、基礎的な知識や技術を習得する。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

４公民館にて実施。基礎的な知識や技術の習得に務めた。
　・実施回数延べ５回
　・参加人数延べ３２７人
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207　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策207　心の健康づくり体制の充実

施策名称
心の健康づくり体制の充実 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
21　２　母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進
　　 ア　子どもや母親の健康の確保

施策の対
象

思春期の児童・
生徒および保護
者

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 精神保健福祉相談・教育事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 心の健康に関する相談支援を行い、心の健康の保持増進と適応障害等の予防と早
期発見を図る。

事業概要
＜16年度実績＞

心の健康に関する正しい知識の普及啓発と、心の健康問題に適切に対応できるよ
う相談事業を行う。また、関係機関との連携を強化するため相談従事者研修会を
行う。ひきこもり対策として、相談・訪問指導を継続しながら、青年期の集いを
月１回開催する。

１心の相談日の開催
　　　精神科医による面接相談
　　　24回　12件
 ２保健師による電話・来所相談（随時）・訪問支援
　　　思春期関連相談　延100件
 ３相談従事者研修　１回　25人（16機関より参加）　

事業実績
＜17年度達成状
況＞

１心の相談日の開催
　　精神科医による面接相談
　　２４回　　２０件
２保健師による電話・来所相談・訪問支援
　　思春期関連相談　延５４件
３こころの健康アップ講座
　　平成17年10月3日　テーマ「思春期・青年期の心と家族関係」　参加者２１
名
４こころの相談従事者研修会
　　平成18年３月29日　テーマ「こころの相談を受ける時　～相談者の健康と感
性～」　参加者22人
５ひきこもり青年期の集い開催（３回）
　　平成18年１月26日、２月23日、３月23日　参加者延１２人　　　
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207　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策207　心の健康づくり体制の充実

施策名称
心の健康づくり体制の充実 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 スクールカウンセラー活用調査研究事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 不安や悩みをもつ児童生徒・保護者に対する臨床心理士によるカウンセリング
や、教職員との連携の充実を図る。

事業概要
＜16年度実績＞

中学校に臨床心理士を派遣し、不安や悩みをもつ児童生徒・保護者のカウンセリ
ングを行うとともに、教職員との相談を通して連携を図った。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

不安や悩みをもつ児童生徒・保護者に対し、臨床心理士によるカウンセリングの
充実が図られた。15校において、計3178件の相談があった。
また、カウンセラーが校内研修等に参加し、児童生徒への支援の仕方等について
助言したり、児童生徒の状況について学級担任と情報交換をするなど、連携が図
られている。
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207　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策207　心の健康づくり体制の充実

施策名称
心の健康づくり体制の充実 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」3

事業名称 「心の教室相談員」活用調査研究事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 不安や悩みをもつ生徒、保護者の相談の充実を図る

事業概要
＜16年度実績＞

県の委託事業で、スクールカウンセラーが未配置の中学校に、退職教職員等から
なる「心の教室相談員」を配置し、生徒および保護者の悩みの相談に応じた。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

不安や悩みをもつ児童、保護者が気軽に相談できる環境が作られ、相談活動の充
実が図られた。
配置校９校において、計1,180件の相談があった。
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207　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策207　心の健康づくり体制の充実

施策名称
心の健康づくり体制の充実 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」4

事業名称 「子どもと親の相談員」活用調査研究事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 不安や悩みをもつ児童、保護者の相談の充実を図る。

事業概要
＜16年度実績＞

県の委託事業で、小学校３校に退職教職員等からなる「子どもと親の相談員」を
配置し、児童や親の悩みの相談に応じる。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

不安や悩みをもつ児童、保護者が気軽に相談できる環境が作られ、相談活動の充
実が図られた。
旭南小、土崎小、港北小の３校において、計207件の相談があった。
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208　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策208　特別な支援を要する児童への支援

施策名称
特別な支援を要する児童への支援 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生および
その保護者

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 小・中学校就学奨励事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 小中学校（義務教育）完全就学の維持

事業概要
＜16年度実績＞

経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒（障害により特殊学級に通学
するものも含む）に対し、学用品費や給食費など就学に要する費用を支給した。
16年度は、小学校1,587人・中学校763人、事業費182,483千円。
　また、通学距離が長距離に及ぶ児童生徒の交通機関利用に伴う通学費の負担軽
減を図るため、交通費の一部を補助した。
16年度は、小学校228人・中学校103人、事業費3,812千円。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

17年度就学援助（学用品、給食費等）は、小学校1,686人・中学校923人。事業費
205,199千円。
17年度遠距離通学費補助は、小学校185人・中学校96人。事業費3,046千円。
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208　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策208　特別な支援を要する児童への支援

施策名称
特別な支援を要する児童への支援 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 小・中学校特殊学級新設経費 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 特殊学級を新設することとなった各小中学校において、教育に必要な備品を整備
する。

事業概要
＜16年度実績＞

新たに特殊学級に在籍することとなった児童生徒一人一人について、知的障害、
身体虚弱等障害の種類と程度に応じて、授業等で使用する教具類を整備した。
16年度は、小学校１校１学級・中学校２校３学級。事業費3,446千円。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

17年度は、小学校１校１学級・中学校３校３学級。事業費1,111千円。
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208　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策208　特別な支援を要する児童への支援

施策名称
特別な支援を要する児童への支援 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」3

事業名称 適応指導センター「すくうる・みらい」運営事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 学校、家庭、関係機関が不登校児童生徒一人ひとりにかかわり、学校復帰を援助
する。

事業概要
＜16年度実績＞

１適応指導教室「すくうる・みらい」の運営
２サマースクール・みらい、ウインタースクール・みらいの実施
 不登校児童生徒を対象に、宿泊しながら感動体験や表現活動を実施する。
３フレッシュフレンドの派遣
４不登校児童生徒をかかえる保護者に対しての相談活動
５教職員への研修

事業実績
＜17年度達成状
況＞

適応指導教室「すくうる・みらい」では、不登校傾向に悩む31名の児童生徒の支
援に当たった。これにより、次第に、人と関わる力や自分の気持ちを表現する力
が身に付いてきている。
年４回の宿泊体験活動に、のべ85名の児童生徒が参加した。自ら判断し行動する
機会を通して、達成感を感じることができた児童生徒が多かった。
また、引きこもり傾向にある13名の児童生徒にフレッシュフレンドを年間260回
派遣し、話し相手になることで心を開くことができるようにした。
年間24回開催した保護者相談会にはのべ66名の保護者が相談に訪れたほか、教職
員研修会を２回開催し、不登校傾向にある児童生徒への支援のあり方について研
修を深めることができた。



次世代育成支援行動計画施策・事業調査票　
　　

208　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策208　特別な支援を要する児童への支援

施策名称
特別な支援を要する児童への支援 エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小・中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」4

事業名称 特別支援教育推進事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 特別な支援を要する児童生徒の指導・支援の充実をはかる。

事業概要
＜16年度実績＞

１．学校行事支援
　障害のある児童生徒が学校行事等に参加する際に、大学生や介助ボランティア
の経験のある方を「学校行事等支援サポーター」として学校に派遣し、児童生徒
への介助などの支援を行った。
２．学級生活支援
　小学校において配慮を要する児童が在籍する学級に対して、教育活動全般にわ
たって学校長の要望により、必要に応じて援助者「学級生活支援サポーター」を
派遣し学校を支援した。
３．日本語指導支援
　外国籍又は日本国籍であっても日本語が得意でなく、授業の理解が困難な児童
生徒に対して、日本語の指導者を派遣した。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

１ 学校行事支援
　障害のある児童生徒が校内外の行事に参加する際に、介助者となるサポーター
（大学生）を計165回派遣した。サポーターの派遣により、当該児童が学校行事
に参加する際の指導体制の拡充が図られた。
２ 学級生活支援
　特別な支援を必要とする児童が通常の学級に在籍する24小学校に対し、20人の
サポーターをのべ8,608時間派遣し、当該児童の支援に当たった。支援を必要と
する児童のみならず、同じ学級に在籍する児童の成長も見られた。
３ 日本語指導支援
　日本語が得意でなく、授業の理解が困難な４名の児童生徒に対し、サポーター
をのべ300時間派遣して支援に当たった。うち１名は日本語が上達し、年度途中
にサポーターの派遣を終了することができた。
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209　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策209　信頼される学校づくり、開かれた学校づくり

施策名称
信頼される学校づくり、開かれた学校づくり エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 学校教育懇談員活用事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 地域にねざした学校づくりのために、特色ある教育活動や地域・保護者との連携
のあり方等について意見や助言をもらい、学校運営に生かす。

事業概要
＜16年度実績＞

小学校48校、中学校25校を、中央・東・西・南・北・河辺・雄和の７ブロックに
分け、各ブロックに学校教委育懇談員を委嘱し、校長の求めに応じて、学校運営
に意見や助言をもらった。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

学校教育懇談員が、校長の求めに応じて学校を訪問し、特色ある教育活動や地
域・保護者との連携のあり方等について意見や助言を述べ、学校経営改善の一助
となった。
市内７ブロックにおいて計182回実施し、のべ425人の懇談員を活用した。



次世代育成支援行動計画施策・事業調査票　
　　

209　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策209　信頼される学校づくり、開かれた学校づくり

施策名称
信頼される学校づくり、開かれた学校づくり エンゼル

プラン掲
載

掲載

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」2

事業名称 特別非常勤講師活用事業 エンゼルプ
ラン掲載

掲載

事業の達成目標 幅広い経験にもとづく専門的な知識や技術を有する社会人を授業等に活用するこ
とにより、児童生徒の個性の伸長を図るとともに、学校教育の充実を図る。

事業概要
＜16年度実績＞

専門的な知識や技術を有する社会人講師を学校に派遣し、学校教育の充実を図っ
た。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

特別非常勤講師の派遣を希望する52校（小学校35校、中学校17校）に、720時
間、のべ89名の講師を派遣した。
各校では、教科、クラブ等の時間に講師を活用し、児童生徒の個性伸長を図っ
た。
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210　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策210　小・中学校の選択機会の拡大

施策名称
小・中学校の選択機会の拡大 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生および
その保護者

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 通学区域の弾力化 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 教育的な配慮に基づく指定学校以外の学校への就学

事業概要
＜16年度実績＞

通学区域内に、町内会等地域からの要望に基づく「指定学校変更許可区域」を設
けているほか、転居や両親の共働きなどの家庭事情によるものや、病気など身体
的な理由によるものなどについて、申立に基づき、就学すべき学校の変更を認め
た。
16年度は、新たな「指定学校変更許可区域」の設定はなし。指定学校変更申立許
可数、小学校393人・中学校163人。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

17年度、「指定学校変更許可地域」の新規設定１地域。指定学校変更申立許可
数、小学校366人・中学校206人。
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211　２　こころ「優しさとたくましさを育もう」
施策211　小・中学校情報教育環境の充実

施策名称
小・中学校情報教育環境の充実 エンゼル

プラン掲
載

新規

指針分類
32　３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整
備
　　 イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等
の整備

施策の対
象

小中学生

　　　行動計画掲載「施策別主な事業No」1

事業名称 小・中学校情報教育環境整備事業 エンゼルプ
ラン掲載

新規

事業の達成目標 平成17年度末までに、コンピュータ室に１人１台、普通教室に校内ＬＡＮ活用の
１学級２台の教育用コンピュータを整備するとともに、校内ＬＡＮ関連機器を整
備する。

事業概要
＜16年度実績＞

上記目標に向けて、年次計画により段階的に整備を進めた。
また、既導入分機器の継続的な更新を図った。
16年度新規導入分は小学校11校306台・中学校９校101台、更新分は中学校20校
74台。事業費27,018千円。

事業実績
＜17年度達成状
況＞

17年度新規導入分は小学校48校369台・中学校13校125台、更新分は小学校40校
119台・中学校10校246台。事業費44,307千円。


